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『幸徳秋水の思想と大逆事件』

明治維新は後の日本近代史において，もっとも大き 

な歴史的事件は何かと問われるならぱ，私は即座に，

大邀事件，閲東大霞炎および昭和20年の敗戦をあげる 

のを路踏しない。大逆事件はそれほど大きな歴史的な 

意IIをもっており，今日においてもなおその研究が精 

力的に行われる所以である。

ここに紹介を試みるのは，大逆事件に速座して死刑 

に処せられた本命的思想家幸徳秋水の研究や，幸徳の 

同時人であり, 異なった立場からではあったが，同志 

として活躍した片山潜の研ホにおいて優れた業績をあ 

げられている大原氏が，幸德の革命思想を追求し，大 

逆事件の意義とを幸絶の思想との関速を詳細な史料を 

もって分析的に論述したものである。

本書は,すでにT東京経大学雑誌j をはじめ，『思想』

などに発まされた論文を基礎として再構成したもので 

あるが, 一方において，幸徳伝次郎という卓越した举 

ホ的思想家の伝記という旧と'，他方，明治社会主義思 

想史としての而をも併せもつまことにュニー'クな業績 

セある。全体は，第一; 幸徳秋水の思想形成,第二 

享幸徳秋水の社会主義 , 第三章 1■大逆事件」の国 

際的影響, 第 四 ぎ f大逆事件j 再審請求栽-判，の四 

享から成っているが,本書の幸德および大逆事件研究 

へのもっとも大きな貢献は，第三享の「大逆事件j の 

国際的影響であろう。

本書の意義およびその内容の梭討に入る前に，大逆 

事件そのものが，一体何であったか，それはどのよう 

な背景と動機の下に勃発したか，この点について子備 

的に考察したいと思う。箸者も適切に指摘するように， 

それは，「当時の絶対主義的天皇制国家権力の打倒を 

指(̂ )̂した官下太吉，管野スガ，新村忠雄，ホ川力作の 

四名が，その手段として『天皇個人の暗殺』をくわだ 

て，そのHI.画の途中で発覚し，未遂に終った事件であ 

る』（本書，140H)。注意すべきことは，有卯の别決を 

うけた26名のうち，有期懲役の2 名を除けぱI2名が死 

刑，12名が死一 •等を滅じて終身刑という極刑であつた 

が, 幸德は無实であるにせよ，とも力、く，明治天皇暗
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殺は卖際に企てられたわけであり，との事件そのもの 

が宵憲によるまったくの扼造というわけではなかった 

という事まである。

この事仲の解決がいかに異常なものであったかは， 

最初から大審院において審理きれ*すなわち初審にし 

て終密，傍聴は一切禁止され，その制決言い波しから 

処刑執行までの期問が異常に短い点か、らいっズも,栽 

料史上稀にみる大件であった。すなわち箸者の記す 

ととろによれぱ，明治43年 （1910架） 5 月から10月中 

toにかけて, 上記の主謀者のはか，幸徳秋水をはじめ， 

この事件になんらの関係もない他の22名を，つぎつぎ 

に檢まさし，本件を大衆院公判に付することが決定され 

たのは，11月 9 日，そして12月 1 日から公判が開始さ 

れ，12月25日に検事の求刑があり，I 2月27日から弁護 

側の升論開始。同月2 9 日最終弁論終了。驳明治44年 

(1911¥)1 月I8日，利決言I t し， 2 名のほかは24名全 

員死刑を宣告された。翌 1 9 日夜半，「天皇の思命J と 

して12名は無期懲役に減刑の旨伝達された。. 1 月24日， 

秋水等I2名には死刑が執行された(せ好スガのみは翌1月 

な日に処刑)。栽判は非公開で終始し， この間，一*人の 

IE人喚問さえ許されず，この事仲に関するいっさいの 

報道活動は, 新圓紙条命第42条によって禁止されたと 

いう。歷史上稀にみる暗黑载刺というべきであった。

絶対主義体制下の，言論の自由が極度に制限されて 

いたこの当時の日本においては，報道管制が布かれて 

いたためと誉察権力によも弹圧によって,その真相は 

陰蔽され，'民衆による抗議運動はおこるべきはずもな 

かったが，諸外国では,•■報知新聞j から[ロイター 

通信』へのル一..トや，外務翁を通じ.ての各国.駐在大使 

. 領事への訓令を® じて，あるいは，政府に反対する 

被告の友人もしくは同志による通信,さらに日本駐在 

の各国公使*大使ぉよび外人記者による本®への打電 

および通信などによって，事件の経緯は先進諸国に知 

られ，この暗黑敕判にた、、する抗議速励がいろいろな 

形で展!ifiされることとなった。著差は，この事件のニ 

ュースの各国への伝連の径路から，'各国における反響 

と抗議速動を，アメリ力, イギリス、およびフランスに 

ついて考察し, さらに，これらの抗議運動が，大逆事 

件にたいして直接資任のある当局者にあたえた影響に 

ついてふれている。

ここではアメリ力およびイギリスを中心とする抗譲 

運動を中心に，この研究の意義について考察しよう。 

アメリカにおけ,る抗譲迎動は，エマ . ゴルドマン ,
ヒポリ'i f ト. ハーヴ; ルらの月fl搬 誌 rマザ'-♦ アー
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ス』を中心にあつまった無政府主義:■■だ‘と,岩佐作太郎 

らを中心とする，いわゆる「在米日本人社会主義者 . 
無政府主義者」たちであったという。内由特命全権大 

使宛てに提出されただけでな < , ひろく米国Tjf民およ 

び世界各国の同志に訴えた最初のアビ " ルは，

「われわれは，人道と国際的灰好の名において 

われわれのガ人幸德伝次郎と同志の上にくだされ 

すこ,残酷にして不正な判決にたいしてつよく抗譲 

する。

日本政府は，知識人にたいしてスペインやロシ 

アがおこなったような野奄な方法をまねるつ も り 

なのかj ,
という比較的簡単なものであったのにたいし，11月22
日, ェ マ . ゴールドマンらによってユユーヨークで開

かれた第一^回抗譲染会において採択された第二のアピ 

，一ルは ,
I■幸德伝次郎は，かれ自身,理的な職業(intellec- 

timl p u r su its )に従事し，日本に <西欧>思想を普 

及しようとし献身してきた人物である。

かれの罪状は，カ ー ル ‘ マルクス， レ オ .ト ル  

ストイ , ピーター，クロボトキン , ミシエル，バ

クーユンらの業績を日本語に翻 訳 し，日本に急進 

的思想をひろめようとするととにあったJ 
として，幸抱の人間と思想をかなり的確に描写してい 

るのが服につ<。

注目すべきことは， r日本政府は，スペインやロシ 

アが施行しすこような野齋な方法にならって日本の学者 

や思想家たちを死刑においやるであろう力、j とのべて， 

■■人道的，市民的立場に立ってI ,抗議運動のために精 

力的に行動しなければならfi；いことを訳えているが，

この楊合，スペインのことがあられているのは，い 

わ ゆ る I■フェレル事件J に閲連してであった。

1906ギ, スペイン国王暗殺の嫌疑をうけズ速浦され 

たフランシ；A コ ♦フェレル (Fi'ancisco Ferrer, 1859- 
1909) は，一時放免されたが， バルセロナ反乱を契機 

にふたたび逮捕され, 処刑された。フランスでは，フ 

レルの勉刑に反対する迎勘が展開されナこ（本書，

197H )ゼ、、これがアメリカでも大きな反響を呼んだも 

のと思われる。，：

アメリ力における抗議運動の# 徴’は,不熟練労働者 

を中心とする盒進的な労働者団体 I W W  (Indust
rial Workers of the W o r ld )にも伝わり, との組織

を中心として，か働者，知識人および-^般ホ民の問に 

抗議の波をまきおとし，プメリ力駐在日本大使館およ

 1 ^ ( 4 8 4 ' )

び傲事館にたいしで，抗議 *問合せもしくは質問が殺 

倒したため, 日本政府はこの時点から，今迄の秘密主 

義的態庞ゃ事卖陰蔽的な方針から，幸徳等が，その初 

期にあっては，漠然と社会主義者としてされてきたも 

のが，無政府共産主義者であること，「無政府共産主 

義者は狂暴かつ瘦猛で，殺 人 • 放 火 . 強盗を辞さない。 

したがって，天皇暗殺は当然くわだX るであろう。彼 

れらにたいしては，社会の安ぎ秩序を守るため，秘密 

栽制は当然で，死刑の判決も止むをえないj という論 

理 fcすりかえられ，抗譲運動のひろがりにくさびをう 

ち込もうとしたのズ、あった(162S)。 .
日本政府によるとの宣伝が効を奏し,あたかも当時 

拡がりつつあっだ日本人#民排斥運動とも微妙に結び 

ついて,アメリカホ民のPffjでの抗譲運動が急速に冷却 

していったといわれている。，だがそれにもかかわらず, 
幸徳秋水をはじめとする日本のアナ一キストたちの高 

い理想は，外国の同志によって充分に理解されていた 

ということができる。明治43年12月12日，杜首相に抗 

議文を提出することが満場一致セ採択されたリリック 

. ホールでの抗譲集会において，偉大な無政府主義者 

クロポ トキンの愛娘サ ー シ ャ .ク ロ ポ トキン.レぺデ 

プのヒポ リット . ハ ーヴ :Cル宛ての書簡が披露され，

聴まに深い感動をあえたといわれる。著者大原氏の訳 

文によって，この一節を引用してみよう。

r私め父はいまイタ リアベむけて出発したとこ 

ろです。あなたの手紙はすぐに回送しましょう。

幸徳とかれの友人たちにとって不幸なことは一 

一バリでもどこでも同様でしょうが一こちらで 

は,かれらによっで書かれた教宣のための書物を 

はじめ,かれらに関するいかなる資料もないとい 

うとです。私がいえるたった-^つのことは,くそ 

してそれは父がロンドンで組織された抗議集会の 

ために書こうとしていることなめですが> , 父に 

よれば, 幸徳もまた.父への手紙のなかでしぱしぱ 

そういっているのですが，幸德は熱烈な行動の人 

というよりはむしろ教育の人だということです。 

明らかにか教数の持ち主であり,すぐれた思索家 

です。

個人的には，私は彼と，父の著書の翻訳のこと 

で'手紙の交換をしたことがあります。とりわけ，

『旧圓 • 工場 ♦製作所J 1の著作についてだったと

います。かれは，人並みはずれた心の敏かい人 

であり，親しみやすい人であるにちがいありませ， 

ん。かれはしぱしぱ日本の農民のみじめな状態に

.
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ついて書いてきました。《土地もなく，食物もな 

く，米粒がはんのわずかぱかり》と書いていま 

す。 0

とにかく，すべての文明人は，誰拠もひたかく 

しに隱されて，どこから出てきたかもわからない 

死刑の判決にたいしてく抗議しなけれぱならな 

いと思いますJ (158-159H)。

幸徳ぉよびその同志にたいするタぱ同じような評価 

は，実に幸德らが刑場の露と消えた日の前日，すなゎ 

ち明治44年 1 月23日，オクランドのウエブスター • 
ホールで開かれた日米合同の大逆事件迪悼抗議染会で， 

幸德の友人レオポルド• フレッシュマンが，秋水ら12 
名の银牲者に捧げたつぎのような追悼文の-"節からも 

うかがうことができる。

[秋水は女性のように心俊しい人物であった6 
同志よ，われわれはフュレルを悼んだように秋水 

のために涙を流そうではないか。秋水が一^二名の 

かれの仲間とともに消えてゆくのは日本文明の， 

傻雅な花にもたええられる特質であるJ (162-3K)o 
まことに感動させる訴えではなかろう力、6 
このほか,\イギリスおよびフランスにおいてかなり 

広範囲な抗議運動がみられた。イギリスでは，大逆事 

件関係の報道は，1910年 9 月22日 付 f ロンドン，タイ 

ムスおよびその他の新聞に報道されたが，最初に抗 

譲運動にとりくんだのは, ’ 月刊をせ誌『プリーダム』を 

• 中心にあつまった無政府主義者柴団であり，駐英大使 

加藤高明の下に，幸徳らの死刑判決にたいする抗議文 

が提出されたが，これは，さきに紹介したアメリカに 

おけるエマ..ゴールドマンらによる第二アピールにな 

らって作成されたものであったといわれている(166K)o 
このアピールにもとづいて, ロンドン, リヴァプー 

ル，ダラスゴウをはじめ，多くの都市において抗議集 

会がもたれ，抗議文が大使館にぉくら;Rた。その主体 

も，賤初のプナキスト，グループからマルクス主義の 

影響の濃厚な社会民主党（Social Democratic Party), 
独立労働党び^dependent Labour P a r t y ) ,プ'エビアン 

• グル-^プ （Fabian G r o u p ) ,労働組合諸'会譲（Trade 
and Labour C ouncil)などの'各団体および政党へと拡 

<J.った0
著者，は，イギリスにおける抗譲運動の特徵として， 

m 本のi r f i jの非合理性』に中心がおかれ，その迎動 

を広はんなものとしてあずかって力のあった人物とし 

て，rジャバン♦ クロ ニクルJ の主翁で, r国民自山ク 

ラプj (National Liberal Club)の会貫であったロバ-*

ト* ヤングの役割と第2 インターの働，および当時， 

哥揚期にあった労働運動，とりわけ労働党結'成後の状 

勢のなかで，抗議運動は進展していったとのべt いる 

(167-172 貝)，

ただイギリスの場合，興味深いのは，刺決にたい.す 

る反響が実に多様で, . この世論は,.イギリス政府にた 

いして，日本にたいする外交政策の転換を考慮させる 

はどの意義をもっていたのではないかという点である6
フランスにおける抗議運動もまた,イギリスの場合 

と同様，ァメリ力の運動から刺戟をあたえられた6 著 

者は，フランスにおける抗議運動の特徴として，1)ア 

メリ力，イギリスに比べて，一ヶ月以上もおくれて出 

発したこと，2 )それにもかかわらず，出発後の抗議運 

動は最も精力的かつ染中的に展開されたということ，

3 )その抗議内容も，諸外国からゴュース，資料を綜合 

し て 「大 逆 件 J の本質をはぽ正確に把握していたと 

いう （193JD。

何といってもフランスは，アナーギムの思想的伝統 

の上に，産業別労働組合運動を発展させ，いわゆるァ 

ナルコ‘サソディ カリズムの国であるだけに，その対 

応もきわめて迅速で, 日本の支配者を慌てさせ，とく 

に新聞社の訓電によってみても，勉刑執行前の1 月な 

日に，少なくとも主文にかんしてはギIj決内容が外部に 

改れていたことが明らかであった。をこで箸者大原氏 

は，今村弁護人をして，[裁判所が審理を急ぐこと部 

馬のど.と< J と言わしめたはどの審理強行と慌しい 

死刑執行は，明らかに海外における抗議運動の発展を 

当局者が養成したからであるとめべているのは興味深 

い。

以上，大逆事件の国際的影響を中心に本書の内容を 

考察したが，最後に，筆者の問題と考えるととろをの 

ベ，著者の御一考をわずらわすことができれぱ幸いで 

ある。箸者幸德秋水の花井卓蔵，今村力三郎而弁護人 

にあてた陳弁書によって，彼の思想形成について，つ 

ぎのように拱定しておられる。 '' '

r第一の特徴は，かれの『無政府主義』思想の 

根 に は ，儒教思想から道家思想<''と継ヌ された 

東洋哲学ニ'思想がすえられて1/、るととである。こ 

のことは，秋水の『無政府主義』思想が，たんに 

知的理解として f西样思想』をうけいれたもので 

はない, ということを論M している。そこには， 

日本の風士に照応したィギ 命̂思想i を剑造的にき 

りひらいてゆこうとする，卵拓者とレての苦難に 

みちた研績が推察されるのであるJ <132即 。

-7 9(ィ S 5 )
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筆者もこのことについては同感であるが，それにも 

かかわらず, 箸者が，秋水の思想にみられるもっとも 

大きな問題ともいうべき理論的な認識の淺さについて 

はとんどふれていないことに不満を感ずる。幸癒が 

r総同la罷エj といった場合,もちろんロラーの影響 

もあると思われる力'、，ゼネラ ル . ス トライキという組 

纖労働者の全面的なストライキという以上に組纖労 

働者を中心に未担織の一般大衆も参加する大衆行動 

(m ass-aktioii, m ass-m ovem en t;)を構想していたの

ではなかろうか。彼は，足尾铜山の坑夫の暴勤を，ゼ 

ネラル . ストライキと必ずしも充分に別しえなかっ 

たのだからこそ，鉄工組合の崩壊，日鉄墙正会の消減, 
活版エ組合の御組合化<Lいう状勢のなかで，苹命的 

サンディ力リズムを絶叫することができたので•ある。 

こうした理論的に脆弱な側面を，幸德について考察す 

べきではなかろう力、。

なお，これは擎者の想像であるが，大逆事仲にたい 

する抗譲運勘の文書にあらわれるI■医師 . 幸徳」とい 

うま現であるが，この誤りは，T宇徳博士 j という意 

味ではなかろうか。著者は，幸德が医師ではなかっ 

たところ力、ら，この誤■を指摘しておられるが， 

d o c t o rという言葉力;，. しぱしぱDr, K o to k uとい.う 

ように伝われたとれぱ，「医師 • 幸德j というよりは, 
Ph. D の称号保持者，すなわち， r幸徳博士J と訳し 

た方が妥当である。もちろん，doctorは医師という意 

味が強いが，. しかし一般に，イギリスなどで> 医師で. 
ある.ことを名のる場合には，外科医（んrgeon) , 内科 

医 （p h y s ic ia n ),歯科医（dentist) というのが普通で 

ある。しかしこ;Hはたいした問題ではない。

本 は ，従来わが国にあらわれた数多くの幸徳秋水 

研究のなかで,，その密度の高さと思想把握の深さの点 

で白眉と称すべきであろう。理論的な-整備の点で今後 

の研鎭を期待する。 (1977,青木書ほ，A 5版, 326K. 3500 
円） —— 1977. 6. 22—

飯 田 鼎

(経済学部教授）

酒井一夫箸 ■
『イ ン プ レ ー シ ョ ン と 管 理 通 貨 制 』 

(北海道大学図書刊行会，1977年 5 月刊，A 5 判

26l4~vi ページ）

現代資本主義の基本問題の一っが，貨將 •金融問題 

であることを否定することはできないが，その認識方 

法，次元にっいてマルクス経済学め部においても種々 

の立場が交錯しているのが現状である。資本主義経済 

の発展過程は，そのいくつかの画期によゥて'貨幣♦金 

融問題にかんしても，段階fめ展[3Hを示しっっ今日に至 

ゥているといってよい。それにもかかわらず，いわゆ 

るインフレーシg ン問題は，つねに古くて新しい問題 

として提起されてきすのである。また管理通貨制も, 
决して1930年代の所産であっ たわけではなく， 見方に 

よってはこれもホぐかつ新たな問題だといってよい。 

無論，このようにぎうためには，当然それぞれめ問題 

にかんする理論的基準を明示しなけれぱならない。と 

'ころが,’ これらの理論的解明は，こんにちなお末解決 

な部分を多々残しており，ましてや，二っの課題を統 

一的に把握しようとする試みはきわめて困難な状況で 

ある。

インフレーシg ンは，貨幣流通次元の問題として賀 

辦の流通法則に従って規定されるのか，あるいはi ら 

広い意味における流通次元の問題として規定されるの. 
かについての明確な解答はない。しかし，インフレ一 

シ a ンをして貨幣的次元の問題として把握しようとす 

る点では，通説的な一 致̂があるように思われる。イン 

フレーションは，商品物価の騰貴現象であり，庚態経 

済の動き，. 需給とは関係ない名目的な騰貴現象だとさ 

れる。そのために，貨勝の価値が—— とくに紙券の価 

値が一̂一減少すると考えられ，それ自体価値法則の；M 
- 徹であるとされるのである。このような通説は，ブル 

クスの货縱論び資本論J ポー部，第三章;）の叙述を手懸 

りとしている点においても共通である。し力、し，との 

ような理解にも，インフレーションを伽値尺度次元に 

おいてっかむか，流通手段機能の次元においてっかむ 

かによって，微妙なちがいが生ずるととも潘過しては 

ならない点である。

他方, ，インプレーシg ンにかんするマルクス経清学 

的理解には，实態経济ニ: 生虚過殺の现代的構成,と 

りわけ座‘業構造や市場構造の将長との関述においてイ 

ンフレーシg ンを把掘する有力な立場もある。かつま
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